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　第５２回通常総代会が６月２８日(日)開催にあたって、２００８年度の活動のまとめと２００９年度活動方針
(案)が「健康とくらし」５月号(4/20納品予定)にセットし、組合員さんに配布されます。
　支部総会の準備の中で、方針案等も活用して、１年間の支部活動のまとめや２００９年度の支部や班の
年間計画作成づくりをすすめましょう。あわせて、６月～７月に取り組む「支部づくり・班づくり・班会開催月
間」と「医療生協の教育学習月間」、特に班会開催では、６月から健康診断強化をテーマにした内容で「班
まるごと健診受診運動」など、組合員さんの健康を守り、増進させていく課題として支部や班でその具体化
をすすめましょう。

中支部は４月６日（月）１４時～１６時にＷＨＯ世界保健デー健康
チェックをコーナン中之島店前で開催しました。以前より健康
チェッ クの場所提供をお願いし、初

めての健康チェックでしたが、
入口に近く場所も広く絶好の
健康チェックスペースでした。月曜の昼という事で少し人通りも少なめでしたが、
各入口で案内ビラを撒き、３２名の方が健康チェックを受けました（内１２名が
尿・塩分チェック受検）。初めての方や地区外の方も多く、医療生協の活動を
知ってもらえるいい機会になりました。案内パンフや班会・サークル紹介を手渡
し、塩分チェックを受けるのが初めてという方も多く、好評でした。理事の山本さ
んは今後定期的に継続して中地区飛躍の起爆剤にしたいと燃えていました。組合員７名、職員２名で健康チェックをしました

　１月～３月に取り組んだ東地区の大腸がん検診は、705セッ
トを組合員に普及し、４００名が大腸がん検診(便潜血反応検
査)を受けました。その中でも、小倉支部は、１２７セット普及
し、１０９名が検診を受けました。これは東地区全体の27％に
あたり、際立っています。どのようにして広げているのか、今
後の取り組みに活かせればと思い、紹介します。
　小倉支部の運営委員さんは９名で、それぞれのご近所のつ
ながりで毎年、検診を受けてもらっていること。検体を近くの
運営委員さんに提出できるので検査を受ける方にはたいへ
ん喜ばれていること。老人会の集まりなどですすめているこ
と。支部独自の案内ビラ(右記が案内ビラ)をつくり、健康とくら
しに折り込み広げていること。電話で問い合わせもありまし
た。案内ビラに申し込み先を運営委員の名前と電話番号を載
せて、確実に回収できるようになっていることです。身近にひ
ろげることができます。そのことは、セットの普及数127に対し
て、１０９名が検査を受けていることでわかります。今回の小
倉支部の取り組みでは、便潜血陽性の方が１７名でした。東
地区全体では、６６名の方が、便潜血陽性となっており、二次
検診などが必要な方です。


